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第 2 章では， Na 2 0-Si0 2 基のソーダ系フラックスによる溶鉄の脱りんについて検討し，脱りん反応





第 4 章では，ソーダ系スラグと溶鉄間のりんの分配平衡について検討を行い， りんの分配比および脱
りん反応の見掛けの平衡定数はともにスラグ中の Na 2 0 濃度に強く依存すること， またこれらの値は
同一条件下における石灰系スラグの値と比較して大きいことを示しているo さらに， ソーダ系スラグと
溶鉄閣のりんの分配に及ぼす CaO， MnO および A1 2 0 3 の影響について明らかにしているO
第 5 章では，ソーダ系スラグに関する熱力学的諸量として，スラグ中の P20 5 および FetO の活量係




第 6 章では，石灰系スラグと溶鉄聞のりんの分配に及ぼす Na2 0 添加の影響を定量的に評価すると
ともに， Na 2 0 を含む石灰系スラグ中の P20S および FetO の活量係数などの熱力学的諸量を算出して
いるo
第 7 章，第 8 章および第 9 章は，ソーダ系フラックスについて応用面から検討したものであり，第 7












(1) ソーダ系フラックスによる溶鉄の脱りん反応に及ぼす同系フラックス中のお20 3 および Na 2 C0 3
量，フラックスの塩基度，初期りん濃度および温度の影響を明らかにしている。さらに，同反応速度
定数と同系スラグと溶鉄聞のりんの分配比の関係および同脱りん反応の律速過程を明らかにしているO
(2) ソーダ系スラグと溶鉄聞のりんの分配に及ぼす CaO ， MnO および A1 2 0 3 の影響について明らか
にするとともに，同りんの分配比および脱りん反応の見掛けの平衡定数はともにスラグ中の Na2 0
濃度に依存し，これらの値は同一条件下における石灰系スラグよりも大きいことを示しているo
(3) ソーダ系スラグならびに Na 2 0 を含む石灰系スラグ中の P 20 S および FetO の活量係数を算出する
とともに，これらの活量係数に及ぼす CaO， MnO および A1 2 0 3 の影響を明らかにしている。
(4) 実用的立場から，ソーダ系フラックスを実用溶鋼および各種高合金溶鋼の脱りんに適用し，有効で
あることを実証しているO
以上のように本論文は， ソーダ系フラックスによる溶鋼の脱りん特性について多くの新しい知見を与
えており，その成果は学術・応用の両面において冶金工学の分野に貢献するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認めるO
